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５
月
29
日
㈬
、
広
島
県
商
工
会
連
合
会

は
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
（
広
島

市
中
区
基
町
）
に
て
、『
令
和
６
年
度
第

63
回
通
常
総
会
』
を
開
催
し
、
本
人
出
席

34
名
の
も
と
、令
和
５
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
平
田
圭
司
会
長
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
、
よ
う
や
く
社
会
経
済
活
動
の

正
常
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
急
激

な
円
安
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の

高
騰
、
頻
発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
、

人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
を
背
景
と
し

た
賃
金
格
差
に
よ
る
労
働
移
動
を
防
ぐ
た

め
の
防
衛
的
賃
上
げ
の
実
施
、
そ
れ
に
伴

う
コ
ス
ト
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
不
足
の
影

響
に
よ
る
利
益
の
減
少
、
加
え
て
後
継
者

不
足
に
よ
る
事
業
承
継
問
題
、
更
に
は
、

Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
、
生

産
性
の
向
上
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対

応
な
ど
、
時
代
変
化
へ
の
適
応
力
が
求
め

ら
れ
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て

は
、多
種
多
様
な
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

事
業
者
に
寄
り
添
う
商
工
会
の
役
割
り

は
、
益
々
重
要
で
あ
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
津
田
宏
氏
（
安
芸
太
田
町
商

工
会
長
）
を
議
長
に
選
任
し
、
議
事
を
進

行
し
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・
第
１
号
議
案

　

�

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支
決
算

書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
（
監
査
報
告
）

・
第
２
号
議
案

　

�

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
関
す

る
件

　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
平

田
会
長
が
再
任
さ
れ
、
新
た
な
役
員
が
決

定
し
ま
し
た
。

【
役
員
名
簿
】

　

会　

長　

平
田　

圭
司
（
江
田
島
市
）

　

副
会
長　

蓼　
　

正
成
（
広
島
安
佐
）

　

副
会
長　

乗
越　

耕
司
（
広
島
県
央
）

　

副
会
長　

青
木　
　

透
（
尾
道
し
ま
な
み
）

　

副
会
長　

後
藤　

茂
行
（
東
城
町
）

　

理　

事　

水
口　

弘
士
（
高
陽
町
）

　

理　

事　

津
田　
　

宏
（
安
芸
太
田
町
）

　

理　

事　

宮
本　

正
直
（
五
日
市
）

　

理　

事　

宮
田　

丈
士
（
熊
野
町
）

　

理　

事　

橘
高　

信
行
（
安
芸
津
町
）

　

理　

事　

山
田　

康
視
（
上
下
町
）

　

理　

事　

榊
原　

哲
也
（
神
辺
町
）

　

理　

事　

松
尾　
　

宏
（
三
次
広
域
）

　

理　

事　

滝
原　

雄
太
（
青
年
部
）

令
和
６
年
度

『
第
63
回
通
常
総
会
』

『
第
63
回
通
常
総
会
』

開
催
開
催

新役員を代表して挨拶する平田会長

通常総会風景

　

理　

事　

松
井
美
椰
子
（
女
性
部
）

　
専
務
理
事　

長
谷
川
信
男
（
県
連
）

　

監　

事　

栃
藪　
　

宏
（
北
広
島
町
）

　

監　

事　

関
藤　
　

寛
（
福
山
北
）

　

そ
の
後
、
中
国
経
済
産
業
局
の
實
國
局

長
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
祝
辞

や
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
珠
算
検
定
実
施
・

商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
推
進
に
優
秀
な
実

績
を
残
し
た
商
工
会
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
の
普
及
に

貢
献
し
た
商
工
会
に
株
式
会
社
広
島
銀

行
・
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
株
式
会
社
か

ら
、
商
工
会
の
共
済
制
度
『
か
が
や
き
』

の
普
及
推
進
に
寄
与
し
た
商
工
会
に
広
島

県
中
小
企
業
共
済
協
同
組
合
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

来賓挨拶をされる経済産業局　實國局長

被表彰者を代表して謝辞を述べる神石高原商工会　三上会長
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５
月
７
日
㈫
、
広
島
県
商
工
会
女
性
部

連
合
会
は
、
広
島
国
際
会
議
場
に
て
『
令

和
６
年
度
第
58
回
通
常
総
会
』
を
開
催
し

ま
し
た
。本
人
出
席
31
人
の
出
席
の
も
と
、

令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
松
井
美
椰
子
会
長
が
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、
湯
﨑
県
知
事
代
理
の
商
工
労

働
局
の
渡
邊
正
治
経
営
革
新
課
長
、
広
島

県
商
工
会
連
合
会
の
平
田
圭
司
会
長
、
広

島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
の
滝
原
雄
太

会
長
の
３
名
の
来
賓
が
紹
介
さ
れ
、
代
表

し
て
渡
邊
課
長
と
平
田
会
長
の
お
二
人
が

祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

『
第
58
回
通
常
総
会
・
第
１
回

　
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』
開
催

『
第
58
回
通
常
総
会
・
第
１
回

　
商
工
会
女
性
部
研
修
会
』
開
催

１
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
・
承
認
。
新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。

研
修
会
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
対
話
力
に
つ
い
て
学
習

１
つ
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
・
承
認
。
新
役
員
体
制
が
ス
タ
ー
ト
。

研
修
会
で
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
対
話
力
に
つ
い
て
学
習

県
女
性
連

　

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、
令

和
６
年
５
月
８
日
㈬
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
広
島
（
広
島
市
中
区
田
中
町
）
に
お

い
て
、「
令
和
６
年
度
通
常
総
会
並
び
に

第
１
回
商
工
会
青
年
部
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
研
修

会
で
は
、「
忙
し
い
経
営
者
の
為
の
簡
単

食
育
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
オ
フ
ィ
ス

フ
ロ
ー
レ
代
表
取
締
役
大
江
か
お
り
様
よ

り
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
、

県
青
連
や
所
属
商
工
会
で
は
経
営
に
特
化

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
す
る
機
会
は
多
い

も
の
の
、「
食
育
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
内

容
は
聞
く
機
会
が
無
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
参
加
し
た
部
員
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
青
年
部
員
は
小
規
模
事
業

者
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
自
身
の
健
康
こ

そ
最
大
の
経
営
資
本
と
い
え
ま
す
。
健
康

を
保
つ
た
め
の
ほ
ん
の
僅
か
の
食
べ
物
に

対
す
る
知
識
や
工
夫
に
よ
っ
て
、
結
局
は

自
身
の
事
業
の
持
続
的
発
展
に
繋
が
る
こ

と
が
わ
か
る
大
変
有
意
義
な
研
修
内
容
で

し
た
。

　

通
常
総
会
に
お
い
て
は
、
令
和
５
年
度

の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て

審
議
し
ま
し
た
。
特
に
昨
年
９
月
22
日
㈮

に
開
催
さ
れ
た
「
商
工
会
青
年
部
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
広
島
大
会
」
に
お

い
て
は
、
県
内
全
て
の
青
年
部
員
の
多
大

な
協
力
の
も
と
、
８
６
１
名
の
参
加
者
に

よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

滝
原
県
青
連
会
長
か
ら
改
め
て
の
御
礼
の

言
葉
が
あ
っ
た
他
、
県
内
事
業
者
数
が
減

少
す
る
中
に
あ
っ
て
も
、
青
年
部
員
数
は

６
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
、
１
、０
０
０

名
を
越
し
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
各
商
工
会
青
年
部
が
自
身

の
地
域
で
地
道
な
活
動
を
継
続
し
て
い
る

事
や
、
地
域
を
超
え
た
青
年
部
の
結
束
力

が
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
成
果
で

あ
り
、
商
工
会
組
織
、
ひ
い
て
は
地
域
経

済
の
将
来
を
担
う
青
年
部
の
必
要
性
が
改

め
て
認
知
さ
れ
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

通
常
総
会
終
了
後
に
は
、「
県
青
連
表

彰
式
」
が
行
わ
れ
、
広
島
県
商
工
会
青
年「食育」研修会での意見交換会の様子

部
連
合
会
長
表
彰
（
経
営
革
新
計
画
等
認

定
・
部
員
増
強
運
動
）
と
広
島
県
商
工
会

青
年
部
顕
彰
を
受
賞
さ
れ
た
青
年
部
員
等

が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
（
被
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
。
敬
称
略
）。

１
．
経
営
革
新
計
画
等
認
定
者
（
６
名
）

　

�　

杉
田　

雅
之
（
祇
園
町
）、
松
林

寛
（
呉
広
域
）、西
川　

悠
太
（
佐
伯
）、

熊
高　

順
八
（
安
芸
高
田
市
）、
小
林

真
大
（
神
辺
町
）、
橋
本　

紀
彦
（
神

辺
町
）

２
．
部
員
増
強
運
動

　

�　

①
部
員
増
加
（
純
増
）
数
／
神
辺
町

商
工
会
青
年
部
（
14
名
）、
②
新
規
加

入
部
員
数
／
神
辺
町
商
工
会
青
年
部

（
26
名
）、
③
部
員
増
加
比
率
／
上
下

町
商
工
会
青
年
部
（
１
３
３
・
３
％
）、

④
女
性
部
員
新
規
加
入
数
／
高
陽
町
商

工
会
青
年
部
・
呉
広
域
商
工
会
青
年
部

（
２
名
）、
⑤
若
手
部
員
（
20
代
）
新

規
加
入
数
／
神
辺
町
商
工
会
青
年
部

（
５
名
）

３
．
青
年
部
顕
彰

　

⑴�

人
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
）
づ
く
り
部
門

　
　

黒
瀬
商
工
会
青
年
部　

梅
岡　
　

淳

　

⑵
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
部
門

　
　

福
山
あ
し
な
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野　

義
紘

　

⑶
ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
部
門

　
　

神
辺
町
商
工
会
青
年
部

令
和
６
年
度

『
第
58
回
通
常
総
会
・

　
　
第
１
回
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
研
修
会
』
開
催

『
第
58
回
通
常
総
会
・

　
　
第
１
回
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　
　
研
修
会
』
開
催

県
青
連

県青連表彰式風景
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考
を
行
い
、
議
場
に
て
承
認
さ
れ
、
新
し

い
役
員
21
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
役
員
は
以
下
の
と
お
り

○
会
長

　

松
井　

美
椰
子
（
黒
瀬
）

○
副
会
長

　

�

中
村　

順
子
（
府
中
町
）、
佐
々
木

幸
代
（
安
芸
太
田
町
）、
川
本　

鈴
子

（
広
島
県
央
）、
黒
木　

保
江
（
上
下

町
）、
砂
川　

智
子
（
三
次
広
域
）

○
理
事

　
�

木
村　

佐
代
子
（
五
日
市
）、
高
橋

香
波
（
佐
伯
）、
武
田　

博
子
（
江
田

　

議
長
に
は
五
日
市
商
工
会
女
性
部
の
木

村
佐
代
子
部
長
を
選
出
し
、
２
つ
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
、
全
会
一
致
で
可
決
・
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

提
出
議
案
は
次
の
通
り

・�

第
１
号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
報

告
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び

財
産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

・�

第
２
号
議
案　

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
の
件

　

第
２
号
議
案
は
現
在
の
役
員
が
本
年
５

月
で
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
本
総
会
で

新
役
員
を
選
出
す
る
た
め
に
上
程
さ
れ
た

議
案
。
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
推
薦
さ
れ
た
９

名
の
役
員
選
考
委
員
が
役
員
候
補
者
の
選

　

５
月
７
日
㈫
、
通
常
総
会
と
同
日
に
開

催
さ
れ
た
『
第
24
回
商
工
会
女
性
部
主
張

発
表
広
島
県
大
会
』
に
は
、
各
地
区
の
予

選
か
ら
選
出
さ
れ
た
３
名
が
出
場
し
ま
し

た
。
今
回
の
主
張
発
表
大
会
よ
り
、
代
表

者
選
出
区
分
を
統
合
し
、「
芸
南
」、「
芸

北
と
備
北
」、「
中
央
と
備
南
」
と
３
つ
の

地
域
か
ら
１
名
ず
つ
代
表
者
を
選
出
。
新

し
い
選
出
区
分
で
行
う
初
め
て
の
主
張
発

表
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
島
県
大
会
に
進
ん
だ
の
は
、
芸
南
地

域
協
議
会
代
表
の
占
部
千
代
子
さ
ん
（
府

中
町
商
工
会
女
性
部
）、
芸
北
・
備
北
地

域
協
議
会
代
表
の
中
山
泉
さ
ん
（
広
島
安

佐
商
工
会
女
性
部
）、
中
央
・
備
南
地
域

協
議
会
代
表
の
石
井
友
梨
さ
ん
（
尾
道
し

ま
な
み
商
工
会
女
性
部
）
の
３
名
で
す
。

　

各
発
表
者
は
、
女
性
部
活
動
が
自
身
に

与
え
た
影
響
や
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ

と
、
地
域
と
の
繋
が
り
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
で
想
い
を
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
尾
道
し
ま
な

み
商
工
会
女
性
部
の
石
井
友
梨
さ
ん
。

　

米
粉
パ
ン
の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る

石
井
さ
ん
は
入
部
１
年
目
な
が
ら
も
主
張

発
表
大
会
に
出
場
。『
女
性
部
を
通
し
て

多
く
の
方
が
私
の
事
業
を
知
っ
て
く
だ

『
第
24
回
商
工
会
女
性
部

　主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
開
催

『
第
24
回
商
工
会
女
性
部

　主
張
発
表
広
島
県
大
会
』
開
催

新
し
い
選
出
区
分
で
の
主
張
発
表
大
会
開
催
。

最
優
秀
賞
は
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
の

石
井
友
梨
さ
ん
が
受
賞
。

新
し
い
選
出
区
分
で
の
主
張
発
表
大
会
開
催
。

最
優
秀
賞
は
尾
道
し
ま
な
み
商
工
会
の

石
井
友
梨
さ
ん
が
受
賞
。

県
女
性
連

研修会風景　リモートにて

島
市
）、
大
高
下　

栄
子
（
広
島
東
）、

砂
川　

沙
央
里
（
祇
園
町
）、
巻
幡

智
子
（
安
古
市
町
）、
中
山　

泉
（
広

島
安
佐
）、田
中　

民
子
（
北
広
島
町
）、

上
室　

雅
美
（
三
原
臨
空
）、
荻
野

孝
子
（
尾
道
し
ま
な
み
）、
廣
中　

和

子
（
福
山
あ
し
な
）、山
本　

光
恵
（
福

山
北
）、
吉
本　

ト
キ
コ
（
備
北
）

○
監
事

　

�

田
中　

初
枝
（
呉
広
域
）、
下
末　

法

子
（
大
崎
上
島
町
）

　

議
事
が
終
了
後
、
松
井
新
会
長
は
新
役

員
を
代
表
し
「
選
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
様

方
の
期
待
を
背
負
い
、『
魅
力
あ
る
女
性

部
』
と
し
て
更
に
飛
躍
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

同
日
午
後
か
ら
は
第
24
回
商
工
会
女
性

部
主
張
発
表
広
島
県
大
会
を
実
施
。
続
い

て
行
わ
れ
た
「
第
１
回
商
工
会
女
性
部
研

修
会
」
で
は
、「
人
を
動
か
す
対
話
力
Ｕ
Ｐ

セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
山
﨑
和
加
代
氏
が

講
演
。
今
回
の
研
修
は
各
商
工
会
女
性
部

で
の
役
員
改
選
を
踏
ま
え
て
、
各
部
で
部

長
を
は
じ
め
、
新
し
く
役
職
に
就
か
れ
、

こ
れ
か
ら
女
性
部
を
牽
引
す
る
立
場
に
な

ら
れ
た
方
を
対
象
に
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

研
修
を
終
え
た
参
加
者
か
ら
は
「
長
年
、

接
客
業
を
や
っ
て
き
て
、
目
か
ら
鱗
！
納

得
！
納
得
！
の
研
修
で
し
た
」、「
ワ
ー
ク

の
時
間
も
あ
り
、有
意
義
な
研
修
だ
っ
た
」

と
感
想
が
あ
り
、
次
回
の
研
修
会
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

県女性連新役員のみなさん
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さ
っ
た
。
私
も
他
の
事
業
者
の
方
の
か
け

橋
に
な
っ
て
い
き
た
い
。』
と
入
部
後
の

自
分
と
周
囲
の
変
化
、
事
業
へ
の
好
影
響

に
つ
い
て
発
表
し
、
見
事
、
最
優
秀
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
９
月
に
愛
媛
県
で
開
催
さ

れ
る
「
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
女

性
部
主
張
発
表
大
会
」
に
広
島
県
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。

最優秀賞（県知事賞）の尾道しまなみ商工会　石井さん

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
と
広
島
県
商
工

会
職
員
協
議
会
は
６
月
22
日
㈯
、
広
島
県

民
文
化
セ
ン
タ
ー
（
広
島
市
中
区
）
に
て
、

令
和
７
年
度
に
は
そ
の
第
Ⅲ
期
計
画
が
国

か
ら
示
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
４
事
例
は
、
い
ず
れ
も
次
期
計
画

を
も
見
据
え
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で
あ

り
、
他
の
職
員
の
模
範
と
な
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
後
半
は
、
職
員
協
議
会
が

テ
ー
マ
と
す
る
「
明
る
い
職
場
づ
く
り
の

実
現
」
を
踏
ま
え
、
商
工
会
の
好
事
例
に

つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
大
野
町
商

工
会
は
設
備
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
、

広
島
安
佐
商
工
会
は
先
進
的
な
Ｄ
Ｘ
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
他
、
県
連
共
済
課
か

ら
は
福
祉
共
済
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
永
年
勤
続
表
彰
が
行
わ
れ
、
30

年
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
五
日
市
商
工
会
の

荒
谷
主
任
が
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。経
営
指
導
員
だ
け
で
な
く
、

荒
谷
主
任
の
よ
う
な
経
営
支
援
員
（
記
帳

専
任
職
員
）
の
経
営
の
基
礎
を
支
え
る
業

務
が
あ
っ
て
こ
そ
、
商
工
会
の
経
営
支
援

が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
会
場
を
メ

ル
パ
ル
ク
広
島
に
変
え
、
情
報
交
換
会
を

開
催
。
今
回
は
、
商
工
会
や
ブ
ロ
ッ
ク
、

ま
た
職
制
の
垣
根
を
超
え
た
交
流
を
目
的

と
し
て
全
席
自
由
席
と
し
ま
し
た
。
多
く

の
職
員
と
積
極
的
に
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
で
、
自
身
の
日
々
の
業
務
に
気
づ
き
や

改
善
に
繋
げ
て
い
く
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

職
協

令
和
６
年
度
　
第
19
回
商
工
会

職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

令
和
６
年
度
　
第
19
回
商
工
会

職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

〜
北
広
島
町
商
工
会
の
芳
邦
主
任
主
事
が

　経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
最
優
秀
賞
を
受
賞
〜

第
19
回
商
工
会
職
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
県
内
全
商
工
会
か
ら
、

昨
年
を
超
え
る
２
３
６
名
の
職
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
大
き
く
２
部
構
成
に
分

か
れ
て
お
り
、
前
半
は
経
営
支
援
事
例
発

表
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
２
１

名
の
経
営
指
導
員
の
支
援
事
例
か
ら
、
特

に
優
れ
た
４
名
の
事
例
に
つ
い
て
発
表
が

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
発
表
者
の
内
容
も
高
度
な
伴

走
支
援
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
①
30
年

越
し
の
悲
願
で
あ
っ
た
工
場
移
転
に
対
し

て
様
々
な
施
策
を
活
用
し
て
伴
走
支
援
を

行
っ
た
福
山
北
商
工
会
の
大
谷
課
長
、
②

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め
の
新
規
事
業

に
対
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
で
支
援
を
行
っ
た
北

広
島
町
商
工
会
の
芳
邦
主
任
主
事
、
③

「
共
感
・
共
有
・
共
同
」
の
３
つ
の
「
共
」

を
意
識
し
な
が
ら
事
業
者
目
線
で
の
支
援

を
行
っ
た
高
陽
町
商
工
会
の
原
田
主
任
主

事
、
④
創
業
希
望
者
に
対
し
て
シ
ー
ン
ご

と
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
事
業

者
本
人
の
資
質
向
上
を
目
指
し
た
上
下
町

商
工
会
の
大
谷
課
長
と
、
い
ず
れ
も
他
の

職
員
の
模
範
と
な
る
素
晴
ら
し
い
発
表
で

し
た
。
そ
の
中
で
も
、
事
業
者
と
充
分
な

「
対
話
と
傾
聴
」
を
行
い
、
高
い
支
援
成

果
を
創
出
し
た
芳
邦
主
任
主
事
が
見
事
最

優
秀
賞
に
輝
き
、
９
月
26
日
㈭
に
島
根
県

で
開
催
さ
れ
る
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
商
工
会
職
員
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
小
規
模
企
業
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

情報交換会風景 井上会長（中央）と経営支援事例発表者４名
（右から２人目が最優秀賞の芳邦主任主事）
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■お申し込み・お問い合わせは ■共済引受組合

県内34商工会
広島県商工会連合会

共済掛金
月々2,000円

事業所の福利厚生に最適 病気・ケガの両方に備える

経営者様・従業員様・ご家族様をお守りする
福祉共済「生命」保障 商工貯蓄共済 ： 引受保険会社

ミ ナ ジブロック

ジブラルタ生命保険株式会社 （コールセンター） – –
受付時間：平日 ： 〜 ： 土曜 ： 〜 ： （日・祝・年末年始を除く）

　

電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い
て
全
２
回
に

わ
け
て
解
説
〜
後
編
〜

『
前
回
に
続
き
電
子
帳
簿
保
存
法
（
略
し

て
電
帳
法
）
の
電
子
取
引
デ
ー
タ
の
保
存

に
つ
い
て
会
話
形
式
で
確
認
を
し
て
い
き

ま
す
』

税�

理
士
「
こ
ち
ら
の
事
業
所
で
は
売
上
の

請
求
書
や
領
収
書
は
紙
で
印
刷
し
て
相

手
方
に
交
付
し
て
い
ま
す
ね
。
で
は
仕

入
先
か
ら
の
請
求
書
等
は
ど
う
で
し
ょ

う
」

経�

営
者
「
取
引
先
に
よ
っ
て
は
紙
で
郵
送

か
メ
ー
ル
で
受
け
取
る
も
の
も
あ
る

よ
」

税�

理
士
「
今
ま
で
は
メ
ー
ル
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を

添
付
し
て
送
ら
れ
て
き
た
請
求
書
等
を

印
刷
し
て
保
存
し
て
い
ま
し
た
が
令
和

６
年
１
月
か
ら
は
デ
ー
タ
と
い
う
形
で

保
存
義
務
が
あ
り
ま
す
」

経�

営
者
「
そ
れ
も
電
子
取
引
に
含
ま
れ

る
っ
て
こ
と
か
」

税�

理
士
「
は
い
、
他
に
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
で
購
入
し
た
場
合
の
詳
細
や
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
利
用
明
細
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
取
得
し
た
も
の
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
今

ま
で
税
務
申
告
の
た
め
に
整
理
保
存
し

て
い
た
資
料
の
う
ち
紙
で
交
付
さ
れ
た

も
の
以
外
は
電
子
取
引
デ
ー
タ
に
該
当

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

『
電
子
帳
簿
保
存
法
』
っ
て…

　税
理
士
に
聞
い
て
み
よ
う
！

令
和
６
年
１
月
ス
タ
ー
ト

Ｇ
Ｏ
＆
Ｄ
Ｏ
篠
原
税
理
士
法
人

【
お
知
ら
せ
】

　

県
連
合
会
で
は
税
理
士
を
商
工
会
へ
派
遣
し

窓
口
等
で
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
等
に
関
連
し
た

相
談
対
応
を
行
う
「
税
理
士
相
談
窓
口
」
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
各
商
工
会
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経�

営
者
「
ネ
ッ
ト
で
購
入
す
る
も
の
も

け
っ
こ
う
件
数
が
あ
る
よ
」

税�

理
士
「
そ
う
で
す
ね
、
そ
し
て
た
だ
保

存
す
る
だ
け
で
は
な
く
次
の
よ
う
な

ル
ー
ル
も
あ
り
ま
す
」

経�

営
者
「
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
？
検
索
機

能
？
」

税�

理
士
「
タ
イ
ム
ス
タ
ン
プ
に
つ
い
て
は

事
務
処
理
規
定
を
設
け
る
こ
と
で
省
略

で
き
ま
す
。
検
索
機
能
に
つ
い
て
は
小

規
模
な
事
業
者
（
２
課
税
年
度
前
の
売

上
高
が
５
千
万
円
以
下
）
は
不
要
と
な

り
ま
し
た
の
で
当
面
は
デ
ー
タ
の
種
類

ご
と
に
日
付
順
等
で
保
存
で
き
て
い
れ

ば
い
い
で
し
ょ
う
」

経�

営
者
「
じ
ゃ
あ
、
と
り
あ
え
ず
対
象
と

な
る
も
の
の
整
理
を
し
て
み
る
よ
」

税�

理
士
「
電
帳
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、
資
料

は
保
存
し
た
デ
ー
タ
が
『
原
本
』
と
し

て
の
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
誤
っ
て
削

除
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

罰
則
規
定
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
…
」

【
ご
案
内
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
『
事
務
処
理

規
定
の
サ
ン
プ
ル
』
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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広島支店（法人営業部）

国内・海外旅行はもとより、教育旅行、地域交流ビジネス、イベントの運営まで、ＪＴＢは幅広
くサポート致します。

私たちのフィールドは、移動・宿泊・食事・観光のすべてが織り成す「交流文化産業」です。

人が動けば、ご相談下さい。
ＪＴＢ 広島支店がお手伝い致します｡

㈱ＪＴＢ

　

連
合
会
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
は
、
２
年
目
に
入
り
、
会
議
体
改
革
や

全
社
シ
ス
テ
ム
移
行
な
ど
で
成
果
を
上
げ

始
め
て
い
ま
す
。
事
業
の
目
的
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
を
再
構
築
す
る
こ

と
で
す
。

　

昨
年
度
は
、
児
玉
、
三
島
、
梶
川
３
名
の

Ｄ
Ｘ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以
下
Ｄ
Ｘ
Ｃ
）
が

Ｄ
Ｘ
支
援
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
本
事
業
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

新
た
に
２
名
の
Ｄ
Ｘ
Ｃ
を
迎
え
、
合
計
５
人

体
制
で
の
運
営
へ
と
移
行
し
ま
す
。
新
た
に

加
わ
る
Ｄ
Ｘ
Ｃ
は
、
既
存
の
チ
ー
ム
と
協
力

し
て
新
し
い
視
点
で
の
問
題
解
決
や
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

新
メ
ン
バ
ー
伊
藤
氏
と
谷
口
氏
に
、
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

伊
藤
大
介
Ｄ
Ｘ
Ｃ　

「
４
月
か
ら
Ｄ
Ｘ
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
に
加
わ
り
ま

し
た
。
今
秋
は
基
幹
シ
ス

テ
ム
を
は
じ
め
多
く
の
ソ

フ
ト
が
変
更
に
な
る
予
定
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
す
る
た
め
に
は
皆
様
の
ご
意
見
が

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
色
々
と

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。」

谷
口
俊
一
Ｄ
Ｘ
Ｃ　

「
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
に
参
画
で
き
る
こ
と
に

大
変
興
奮
し
て
お
り
ま
す
。

事
業
者
様
へ
の
伴
走
支
援
、

専
門
家
派
遣
を
主
に
担
当
し
て
参
り
ま
す
。

課
題
は
様
々
と
思
い
ま
す
が
、
お
役
に
立
て

Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ニ
ュ
ー
ス（
第
５
回
）

連
合
会
の
Ｄ
Ｘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
の
新
た
な
展
開

ま
す
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
。」

　

今
年
度
は
、
５
人
の
支
援
態
勢
で
、
Ｄ
Ｘ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　
　

　

ク
ラ
ウ
ド
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
受
信
を
行
う
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
す
る
際
に
取
引
先
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
ら

移
行
で
き
な
い
場
合
に
も
、
紙
か
ら
の
脱
却

を
行
え
る
と
と
も
に
、
自
動
文
字
認
識
機
能

を
付
加
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
作
業
の
効
率

化
も
で
き
ま
す
。
日
本
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
普
及
率
は

90
％
以
上
と
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
す

が
、
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
よ
り
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｄ
Ｘ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説
に
つ
い
て
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「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
は
２
０
２
４

年
３
月
を
持
ち
ま
し
て
、
25
周
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
お
客
様
へ

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
「
25
周

年
感
謝
フ
ェ
ア
」
を
４
月
24
日
㈬
～
４
月

30
日
㈫
に
開
催
し
ま
し
た
。
期
間
中
は
多

く
の
特
別
商
品
を
販
売
し
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
別
お
取
り
寄
せ
商
品
は
、
店
頭
販
売

限
定
の
有
限
会
社
天
明
堂
「
鳳
梨
萬
頭

（
お
い
ら
ん
ま
ん
と
う
）」、
数
量
限
定
で

入
荷
す
る
有
限
会
社
モ
ー
コ
製
パ
ン
工
場

「
弥
栄
饅
頭
（
や
さ
か
ま
ん
じ
ゅ
う
）」
な

ど
普
段
店
内
に
並
ん
で
な
い
商
品
を
お
取

り
寄
せ
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

特
別
店
頭
販
売
は
、
初
出
展
の
は
っ
さ

く
工
房　

ま
つ
う
ら
「
八
朔
大
福
」
や
、

有
限
会
社
佐
々
木
豆
腐
店
「
手
作
り
豆

腐
」
な
ど
、
人
気
店
の
多
彩
な
商
品
が
日

替
わ
り
で
並
び
店
頭
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

お
楽
し
み
袋
は
、
ひ
ろ

し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
で
人
気
の

商
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト

を
販
売
。
限
定
２
５
０
袋

が
３
日
間
で
完
売
と
な
る

ほ
ど
大
人
気
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
お
酒
の

試
飲
販
売
会
、
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
の
特
別
価
格
販
売

な
ど
25
周
年
を
祝
し
て
、
多
く
の
事
業
者

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

秋
に
は
「
25
周
年
感
謝
フ
ェ
ア
」
第
２

弾
を
計
画
し
て
お
り
、
新
た
な
趣
向
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。
お
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
「
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
」
は
30
周
年
に

向
け
て
精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ

25
周
年
感
謝
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

25
周
年
感
謝
フ
ェ
ア
に
つ
い
て

25周年感謝イベント　お楽しみ袋

☎（
〇
八
二
）二
四
八-

一
一
七
一

☎（
〇
八
二
）二
四
九-

二
一
一
一

☎（
〇
八
二
）二
四
四-

三
一
五
二

☎（
〇
八
二
三
）二
五-

三
四
〇
六

☎（
〇
八
四
七
）四
五-

二
二
二
八

☎（
〇
八
四
）九
二
二-

六
五
五
六

電
話（
〇
八
二
）二
四
七  

七
三
六
三

広
島
県
信
用
組
合
協
会

広
島
市
中
区
宝
町
九
番
十
一
号

　呉市安浦でカフェをされている豆ナ
茶屋さんが販売されている、絶品のチョ
コテリーヌを今回は紹介します。チョコ
レートは甘過ぎず、少しビター味で、
刻んだはっさくの果肉が入っており、ほ
のかな甘みに少しの酸味と洋酒の風味
も感じられることからチョコレート好き

な大人向けの商品です。
　しっとり濃厚なチョコテリーヌで、口
の中にいれると、とろける感覚が楽し
めます。
　手土産や自分へのご褒美として、ピッ
タリですので、ぜひ一度ご賞味くださ
い。

瀬戸内はっさくチョコテリーヌ
販売者：豆ナ茶屋（呉市安浦町安登西1-4-10）　販売価格：350円（税込）　

夢ぷらざ　推しの逸品！

25周年感謝フェア
ソフトクリーム特別価格
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①広島東商工会

②佐
さ

々
さ

木
き

　敏
とし

之
ゆき

③有限会社佐々木敏郎商店

④�歴代会長の意志を受け継ぎ、地域
経済振興のため役職員の先頭に立
ち粉骨砕身の覚悟で挑む所存です。

①黒瀬商工会

②吾
あ

郷
ごう

　俊
とし

宏
ひろ

③出雲建設株式会社

④�地域を支える経済団体と
して小規模事業者の持続
的発展に貢献する。

①福山北商工会

②関
せき

藤
とう

　寛
ひろし

③有限会社関藤工業所

④�事業の継続と地域の発展
を目指して会員の皆様と
「共に前へ」。

①備北商工会

②伊
い

藤
とう

　郁
いく

夫
お

③西城運輸砕石株式会社

④�中山間地域の経済団体として大役ではあ
りますが、微力ながら一生懸命に努めて
参りますので何卒よろしくお願いします。

①沼田町商工会

②持
もち

田
だ

　久
ひさ

也
なり

③持田建設有限会社

④�行政や地域諸団体と連携
し、地域経済の活性化に
力を注ぎます。

①佐伯商工会

②夏
なつ

原
はら

　靖
やす

史
し

③株式会社樹里デザインオフィス

④「地域唯一の経済団体」と
して、経営環境に対応し
た事業を推進します。

①沼隈内海商工会

②藤
ふじ

原
わら

　勝
かつ

彦
ひこ

③有限会社藤原溶接

④�沼隈内海商工会のため、
信念と覚悟を決め取り組
んでまいります。

①三次広域商工会

②松
まつ

尾
お

　宏
ひろし

③有限会社君田交通

④�会員事業者に寄り添い、
地域活性化に繋げる商工
会を目指します。

①祇園町商工会

②岡
おか

本
もと

　芳
よし

久
ひさ

③有限会社工房バルール

④�地域への貢献と会員皆様
の為に肝胆を砕く心構え
で歩みます。

①広島安芸商工会

②上
うえ

角
かど

　善
よし

之
ゆき

③株式会社ウエカド

④�地域の絆を強化して、次
世代に繋がる商工会運営
を行います。

①大崎上島町商工会

②信
のぶ

谷
たに

　裕
ゆたか

③信谷建設株式会社

④�商工会会員の皆様と職員
のために努力したいと思
います。

①神石高原商工会

②三
み

上
かみ

　人
ひと

士
し

③有限会社三上電機

④�神石高原商工会の職員と共
に商工会・会員様の期待満
足度を上げる為努力します。

①五日市商工会

②宮
みや

本
もと

　正
まさ

直
なお

③株式会社フラワーショップみやもと

④�会員・役職員が一体とな
り商工会運営が円滑に行
えるように努力する。

①三原臨空商工会

②増
ます

田
だ

　洋
よう

一
いち

③誠和工業株式会社

④�経営の様々な課題やニー
ズに真摯に向き合い、課
題解決に取り組む。

①福山あしな商工会

②石
いし

田
だ

　勝
かつ

昭
あき

③株式会社たまや

④�会員の皆様と事務局の橋
渡し役的な存在でありた
いと思います。

①所属商工会
②会

ふ り が な

長名
③事業所名
④�会長就任にあたって
の抱負

新任商工会長の
ご紹介

この度、新たに就任された
商工会長の皆様をご紹介し
ます。



−   −10

　

広
島
県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
の
一
環
と
し
て
、
会

員
の
皆
さ
ま
方
の
選
択
肢
を
広
げ
る
た
め

に
リ
ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
載
さ
れ

て
い
る
全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
（
以

下
福
祉
共
済
）
を
会
員
の
皆
様
方
に
ご
紹

介
し
て
い
く
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

福
祉
共
済
は
会
員
の
皆
さ
ま
だ
か
ら
こ

そ
ご
加
入
で
き
る
特
別
な
共
済
で
す
。

　
「
け
が
」
の
補
償
・「
病
気
」
の
補
償
・

「
が
ん
」
の
補
償
・「
生
命
」
の
保
障
の
４

つ
の
内
容
か
ら
、
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
必
要
補
償
額
に
応
じ

て
、
加
入
プ
ラ
ン
を
ご
検
討
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
共
済
は
、
商
工
会
組
織

全
体
の
自
家
共
済
で
あ
り
、
既
に
１
４
万

人
以
上
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

一
般
的
な
、
け
が
で
の
死
亡
・
後
遺
障

害
・
入
院
・
通
院
だ
け
で
な
く
、
①
６
歳

か
ら
80
歳
ま
で
の
商
工
会
会
員
・
会
員
の

ご
家
族
・
従
業
員
で
あ
れ
ば
、
職
業
に
関

係
な
く
ご
加
入
が
で
き
る
こ
と
（
85
才
ま

で
継
続
可
能
）、
②
天
災
危
険
特
約
が
自

動
付
帯
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
の
け
が

の
補
償
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
天
災
（
地

震
・
噴
火
・
津
波
）
で
も
補
償
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
③
熱
中
症
担
保
特
約
が
自
動
付
帯

さ
れ
て
い
る
の
で
、
け
が
の
補
償
で
あ
り

な
が
ら
病
気
で
あ
る
熱
中
症
に
罹
患
し
た

場
合
も
補
償
対
象
に
な
り
ま
す
。
更
に
、

④
個
人
賠
償
責
任
保
険
（
示
談
交
渉
サ
ー

ビ
ス
付
）も
自
動
付
帯
さ
れ
て
い
る
た
め
、

同
居
の
家
族
全
員
・
別
居
で
も
未
婚
の
子

供
で
あ
れ
ば
補
償
対
象
と
な
り
、
他
人
に

対
し
て
法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
っ

た
場
合
は
補
償
さ
れ
ま
す
。

　

オ
プ
シ
ョ
ン
で
医
療
特
約
（
告
知
が
必

要
）
を
１
、０
０
０
円
で
付
加
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

全
国
商
工
会
会
員
福
祉
共
済
の

ご
案
内

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
、
大
変
お

得
な
制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
い

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
福
祉
共
済
の
専

用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ホ
専
用
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

閲
覧
可
能
で
す
。

リスクチェックシート

 

福
祉
共
済
「
け
が
」
の
補
償
の
特
徴

福祉共済専用ホームページ
https://www.fukushi-kyousai.com/

 

能
登
半
島
地
震

 

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

今
年
度
は
、
能
登
半
島
地
震
の
復
興
支

援
を
兼
ね
て
期
間
中
に
福
祉
共
済
に
ご
契

約
い
た
だ
い
た
ご
加
入
者
の
皆
さ
ま
方
を

対
象
と
し
て
能
登
半
島
地
区
の
特
産
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
能
登
半
島
地
区
の
被
災
さ
れ
た

商
工
会
会
員
支
援
の
目
的
も
兼
ね
て
い
ま

す
。
第
１
回
の
抽
選
は
10
月
、
第
２
回
目

は
３
月
に
行
い
ま
す
。

　

福
祉
共
済
の
お
申
し
込
み
は
最
寄
り
の

商
工
会
で
手
続
き
可
能
で
す
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
加
入
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
！
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